
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 文京区と交流のある自治体の食材を給食で使用する「交流自治体の旅」。今年度は岩手県

盛岡市の食材をいただきます。 

文京区と盛岡市が友好都市になったきっかけは、明治時代に活躍した歌人の石川啄木が盛

岡市で生まれ、その後文京区で多くの作品を作り区内で最期を迎えたことから、交流が始ま

りました。 

 友好都市になって今年 2 月 20 日に５周年を迎えることから、この日の給食では盛岡市の

お米とみそを使用し、盛岡市にゆかりのある献立でいただきます。 

 2 月 3 日(土)の節分に合わせて、給食ではいわしの蒲

焼き丼ときなこ豆を作ります。 

 節分といえば柊（ヒイラギ）にいわしの頭を刺す柊い

わしが思い浮かびますが、これは尖った柊の葉といわし

の煙を鬼が嫌うとして、柊いわしは魔除けに使われてき

ました。 

 また、大豆には悪いものに勝つ強い力があると信じら

れています。どちらもしっかり食べて、寒さに負けない

身体を作りましょう。 

 

 

 

 

  


